
概要版 

富雄第三中学校区地域教育協議会 

 

 

 

 

 

１．取組の視点 

本事業を進めるにあたり、活動の中心を担って

くださるボランティアの方々に、気持ちよく参加

していただけるように、コーディネーターが地域

と学校園との連携を図り、それぞれとの連絡を密

に取ることで、事業を円滑にすすめていきました。

中でも支援の内容は、依頼を受けるだけでなく、

協議会からも提案できるよう、支援依頼書と提案

書を使い、学校園とともに考え、計画・実行して

いくことができました。 

２．取組の概要 

 

 

 

 

 

昨年度の反省から、学校園支援ボランティアの

呼びかけを地域住民全体とＰＴＡ保護者向けに

それぞれ作成したチラシを配布することで、年

齢・性別、様々な特技・資格を持った方に登録し

てもらうことができました。同時に、支援の内容

を具体化するために学校園とコーディネーター

で話し合い、多くの支援活動を行うことができま

した。中学校では、部活動の見守り巡回をするこ

とで、生徒からの挨拶がこれまで以上に元気良く

声をかけられるようになってきました。小学校で

は、ボランティアが家庭科の実技授業の補助に入

ることで、一人一人に目がいき届く授業を支援す

ることができました。また、小中学校それぞれの

図書室では、休み時間を利用した図書貸し出しが

行われる際に、ボランティアが訪れ、子どもたち

のお手伝いや、本の整理整頓、補修などを行って

います。手作りの本立てには、子どもたちへのメ

ッセージが書かれています。幼稚園では、体づく

りの運動の指導や、その補助を行うことで、子ど

もたちが体を動かすことの楽しさを知ってくれ

た様子です。また、小学校の参観・懇談時に、園

児のお預かりを実施することで、小学生を持つ保

護者が安心して、学校へ出向くことができるよう

になったとの声をいただいています。 

 

 

 

 

 

また、校区内にある県立奈良西養護学校の支援

にも、ボランティアの方々にご協力いただき、高

等部生徒の就労訓練のお手伝いや、環境整備、ま

た、給食を一緒にいただき、生徒・児童たちとの

コミュニケーションの場となっています。 

その他、研修・講演会の開催や、地域の主な行

事への参加、また、共同事業としては、里山づく

りを進めながら、地域の教育力向上に取り組んで

います。 

３．成果と課題 

コーディネーターが事業を円滑に進めるため

に役割分担することで、細かな動きができるよう

になり、活発な活動ができました。その半面、ス

ケジュールの調整が必要となり、それぞれがスム

ーズな活動ができるように、改めて事業の進め方

を見直す必要があると思われます。ボランティア

に関しては、それぞれの情報を活用し、次年度の

事業に役立てたいと考えています。また今後、登

録人数が増えることを想定すると、ボランティア

の方々との連絡方法や、情報の共有をどのように

進めていくかを検討していかなければならない

と思います。協議会三年目の活動で、組織の安定

化を目指していきたいと考えています。

事業名  小中一貫教育と街づくり 

目 標  コーディネーターおよびボランティアの育成と人材バンクの充実、広報の充実 

     学校支援事業の具体化、地域組織および学校園との交流・連携・協働 



概要版 

 

奈良市立富雄第三中学校 

 

 

 

 

 

１．取組の視点 

今年度春には体育館やグラウンドも完成し、施

設一体型小中一貫教育校としてようやく施設設

備が整いました。また、富雄第三中学校区地域教

育協議会も発足して２年目を迎え、地域と学校の

連携も、コーディネーターの積極的な活動のおか

げで、軌道に乗ってきています。１１月には、奈

良市小中一貫教育研究発表会が本校を会場に行

われました。 

２．取組の概要 

中学校の図書情報室にも、ボランティアの方の

協力を得て、昼休みに本の整理や清掃等を進めて

いただきました。また、蔵書が尐ないため、地域

のみなさんから図書の寄贈をいただいたり、地域

予算で購入を進めたりして、尐しずつ充実を図っ

ています。地域の方

の協力を得て、８年

生「職場体験」学習

や７年「職業人に学

ぶ」等を進めるとと

もに、キャリア教育

を進めるに当たって必要な図書もそろえること

ができるようになってきています。 

夏休み前に、

地域の方に、

鎌や枝切りバ

サミ、包丁等

をといでもら

い、それらを

使って、夏のＰＴＡ校内清掃と同じ時に地域ボラ

ンティアの方にも学校前の美化を手伝っていた

だきました。また、花壇の整備作業や花の苗植え

作業等を手伝ってもらい、小中一貫教育研究発表

大会の会場を飾ることができまし。他に、草刈機

の修理等も行っていただき、予算の厳しい中、地

域の方に協力いただいています。 

小学校５年か

ら入部できる部

活動では、活動

場所を巡回し、

安全を見守って

いただいていま

す。このように

地域の方々のボランティア協力を得て、小中一貫

教育を進めています。 

今年は、特に広報活動にも力を入れ、地域教育

協議会の様々な取組を機会ある毎にホームペー

ジで発信しています。また、ホームページやお便

り等をご覧になられた方から、ボランティアの申

し出も見られるようになっています。 

３．成果と課題 

富雄第三中学校が開校するとともに地域教育

協議会が発足し、連携する中で小中一貫教育を進

めてきました。今では、ボランティア活動も軌道

に乗り、小中一貫教育の基盤もでき、学校の地域

担当者とコーディネーターとで連絡を密に取り、

活動を進めています。来年度は、さらにコーディ

ネーターの協力を得て学校支援活動を充実し、教

職員･ボランティア･生徒の関係を結びつけるよ

うな取組を企画･推進していきたいです。

事業名  地域の教育力を生かした小中一貫教育の推進 

目 標  教育環境の整った今年度は、学校及び地域が協働して小中一貫教育の基盤を整え充実 

させるのに、力を入れる。また地域の方々の協力を得て、小中一貫教育の推進を図る。 

 

 

グラフ・子どもの作品など 

 

 



概要版  

奈良市立富雄第三小学校 

 

 

 

 

１．取組の視点 

本校は､昨年度中学校を新設し、施設一体型の

小中一貫教育校として2年目を迎えました。また、

富雄第三中学校区地域教育協議会も発足してこ

ちらも２年目を迎え、地域と学校の連携もコーデ

ィネーターの積極的な活動のおかげで、軌道に乗

ってきています。４月に

は、体育館やグラウンド

も完成し、竣工記念式典 

が開催され、１１月には、

奈良市小中一貫教育研究

発表会が本校を会場に行

われました。 

地域には、様々な分野で

活躍してこられた方や現

在も活躍しておられる方

がたくさんいらっしゃるので、学習計画を立てる

にあたっては、地域の教育力を最大限に生かした

教育内容を構築し、子どもたちが自分の暮らす町

に誇りと自信をもてるよう工夫しているところ

であます。 

２．取組の概要 

【地域ボランティアによる学校支援】 

 

 

 

 

本年度、図書室の整備、家

庭科授業補助を中心に支援い

ただきました。また、花壇の

整備や花の苗植え等も手伝ってもらい、研究発表

大会の会場を飾ることができました。他に、草刈

機の修理やビオトープの橋の架け替え等も行っ

ていただき、予算の厳しい中、地域の方に協力い

ただいています。 

【地域の方からの学び】 

伝統文化に携わっておられる方、奈良の自然や 

歴史に深い見識をおもちの方、被爆体験をおもち

の方などをゲストティーチャーとしてお招きし、

子どもたちにとって 

豊かな学びを創造す 

ることができました。 

○被爆体験から、平和の大切さを学ぼう（６年） 

○能・狂言にふれてみよう（６年） 

○古都奈良の世界遺産について学ぼう（５年） 

○霊山寺のひみつを調べよう（４年） 

○赤膚焼に挑戦しよう（３年） 

○スマイル会との交流（３年） 

○まちたんけん（１，２年） 

○おいもをそだてよう（ひまわり） 

【交流活動をとおした学び】 

地域の方々や近隣の学校との交流活動をとお

して学んだことも多かったです。 

○絵本のゆうえんち 

（読み聞かせ他） 

（全学年対象） 

○新１年生体験入学（関係保育園、幼稚園の参加） 

○奈良西養護学校と交流しよう（４年） 

○高校生から英語を学ぼう（４，５年） 

○近畿大学農学部との交流（３年、４年） 

３．成果と課題 

富雄第三中学校が開校するとともに地域教育

協議会が発足し、連携する中で小中一貫教育を進

めてきました。今では、ボランティア活動も軌道

に乗り、小中一貫教育の基盤もでき、学校の地域

担当者とコーディネーターとで連絡を密に取り、

活動を進めています。来年度は、さらにコーディ

ネーターの協力を得て学校支援活動を充実し、教

職員･ボランティア･児童の関係を結びつけるよ

うな取り組みを企画･推進していきたいです。

事業名  地域の教育力を生かした小中一貫教育の推進 

目 標  奈良のすばらしさを地域の方から学ぶことを通して、奈良に対する誇りと自信を育むとと

もに、奈良を愛する子どもたちを育てる。 



概要版 

奈良市立富雄第三幼稚園 

 

 

 

 

 

１．取組の視点 

地域の方たちの協力と教育力で幼児たちは恵

まれた環境の中で豊かな心を育んできています。

また、近大生とのふれあいコンサートや文楽、ク

リスマスコンサート、音楽紙芝居など様々な感動

体験をして様々な人とかかわることの大切さを

知ったり、わくわくタイムを実施し自分から意欲

的に体を動かすことの楽しさを味わったりする

ことが出来るように考えました。 

２．取組の概要 

文楽であ・そ・ぼ古典文化を身近に感じ、子ど

もたちの心に

残る体験がで

きればと考え

ました。大学の

先生のご指導

で地域ボラン

ティアの方々

が文楽人形を操ってくださいました。子どもたち

と人形との掛け合いや文楽人形劇など子どもた

ちが理解しやすい内容を考えてくださり、楽しく

参加することができました。また、人形に触れる

時間も作ってくださり、貴重な体験をすることが

できました。 

音楽紙芝居子どもたちに聞く力を身につける

経験として、音楽紙

芝居を実施しました。

「干支のはなし」の

紙芝居を聞きながら

シンセサイザーの効

果音が入り、いつもとは違う雰囲気に子どもたち

は楽しく過ごすことができました。また、効果音

の使い方等に子どもたちや教師も影響を受け生

活発表会での参考になり、取り入れて遊ぶ姿があ

ります。 

わくわくタイム子どもたちの実態を見ると、保

育室の中で遊ぶことや制作をすることが好き、戸

外で遊んでいて

もすぐ保育室に

入ってくるとい

う様子でした。そ

こで子どもたち

が自分から進ん

で体を動かすことの好きな幼児に育ってほしい

と考え、計画的に運動遊びを取り入れました。地

域ボランティアの方々が中心になってエグザイ

ルの曲に合わせて体操を考えてくださったり、マ

ット遊びや跳び箱、平均台、フープなどを使った

運動遊びを中心に計画を立ててくださったりし

ました。また、体力作り駆け足や縄跳びなども楽

しく取り組めるような内容を考えてくださり、動

いた後は楽しかったという満足感でいっぱいに

なりました。その後の子どもたちは、運動会や生

活発表会に運動遊び

を取り入れもっと

遊びたい、このよう

なこともできる

ようになったよと意欲

的に体を動かすことが好きな幼児になってきま

した。 

３．成果と課題 

 地域の方や様々な方たちに協力いただき幼稚

園は次のステップへの学びの場となっています。

このつながりを大切にしながら心も体もたくま

しい幼児の育成に努めてきました。しかし、園舎

の老朽化もあり、子どもたちが安心して遊べる環

境を整えていくことが次年度の課題と考えてい

ます。 

事業名  しなやかな心と体を育てよう 

目 標 様々な人とのかかわりや、人とのつながりを深めながら、心情面を育て体力

向上に努める。 


